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発 行 

上郷町地域づくり 

連絡協議会 

 

令和２年６月 18 日 

【第 359 号】 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 
か

み

ご

う 

小さな拠点による地域づくりに向けて 

 

６
月
４
日
（
木
）、
毎
年
恒
例
の

春
季
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ

れ
、
各
区
長
が
過
去
に
不
法
投
棄

が
あ
っ
た
箇
所
を
調
査
し
ま
し

た
。 

 

調
査
の
結
果
、
来
内
の
横
懸
方

面
で
は
、
林
道
脇
に
建
築
廃
材
と

思
わ
れ
る
木
材
や
塩
ビ
管
、
ド
ラ

ム
缶
が
、
ま
た
、
辷
田
（
す
べ
た
）

峠
の
休
憩
所
で
は
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
や
燃
え
る
ご
み
が
そ
れ
ぞ
れ
投

棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場
合

は
、
上
郷
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

上
郷
駐
在
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

春季環境パトロールを実施 

地
区
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
住
民
主
体

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
小

さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、「
地

区
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
」
や

「
地
域
運
営
組
織
の
構
築
」
に
つ
い
て
Ｋ
Ｓ

Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。 

■
小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
は 

 
 

近
年
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
等
に
伴
い
、

多
様
化
す
る
地
域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
内
11

地
区
そ
れ
ぞ
れ
を
一
つ
の
単
位
と
し
、
各
地

区
に
お
い
て
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
の

解
決
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
実
行
に
移
す

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
安

全
か
つ
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

■
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
と
は 

 
 

指
定
管
理
者
制
度
は
、
地
方
自
治
体
等
が

所
有
す
る
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
事

業 

 

業
者
等
へ
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を
図
る

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
直

営
で
管
理
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口

減
少
や
市
職
員
の
減
少
等
に
伴
い
、
現
状
の

ま
ま
で
は
、
近
い
将
来
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
管

理
運
営
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、
市

民
協
働
に
よ
る
管
理
運
営
に
よ
り
、
地
域
を

守
る
体
制
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 今

後
は
、
地
連
協
等
の
地
域
運
営
組
織
が

管
理
運
営
を
担
う
た
め
、
地
域
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ■

地
域
運
営
組
織
と
は 

 

地
域
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地

域
で
暮
ら
す
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ

れ
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
持
続
的

に
実
践
す
る
組
織 

に
実
践
す
る
組
織
を
「
地
域
運
営
組
織
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。（
総
務
省
資
料
抜
粋
） 

上
郷
町
で
は
、
現
在
の
地
連
協
を
組
織

再
編
し
、
地
域
運
営
組
織
と
し
て
の
機
能

を
備
え
、
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

■
Ｋ
Ｓ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
の
主
な
意
見 

 

※
（ 

）
内
は
市
回
答 

施
設
管
理
や
給
与
の
支
払
い
事
務
な

ど
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
共
通
す
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
一
括
で
指
定
管
理
し
た
ほ

う
が
業
務
の
効
率
化
を
図
れ
る
の
で
は

な
い
か
。（
一
括
指
定
管
理
の
方
法
も
検

討
し
た
が
、
引
き
受
け
て
頂
け
る
団
体
が

な
く
、
ま
た
、
現
状
以
上
の
財
源
が
必
要

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
先
進
地

の
事
例
か
ら
、
施
設
管
理
や
就
労
管
理
の

負
担
は
、
新
た
な
費
用
を
投
じ
て
ま
で
解

消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
担
で
は
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。） 

■
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
今
後
ま
す

ま
す
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
見
据
え
、
各

種
団
体
等
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
住
民
主
体
に
よ
る

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ま 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

に
加
え
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守

り
や
買
い
物
な
ど
、
生
活
を
し
て
い
く
う

え
で
の
困
り
ご
と
に
対
し
、
市
民
協
働
で

取
り
組
む
「
地
域
支
え
合
い
（
地
域
福
祉
の

向
上
）」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
は
、
各
種
団
体
の
枠
を
超
え

た
連
携
や
住
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
ン
パ
ワ

ー
が
よ
り
一
層
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
対
し
て

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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上 郷 町 の 予 定 （ ６ ～ ７ 月 ） 

６月 

25 日（木） 

胃がん・肺がん・大腸がん・結核検診 

（～26日（金）） 

29 日（月） 官公署連絡会議 13：30 

７月 

１日（水） 
安協定例会 19：30 

２日（木） 区長定例会 13：30 文書配布日 

５日（日） 第 62回町民野球大会 8：45 

６日（月） 民児協定例会 13：30 

16 日（木） 乳がん検診 文書配布日 

 

 

 

 

 

毎週火曜日 もえるごみ 

６月２５日（木） びん類・プラ製容器包装 

７月 ２ 日（木） もえないごみ・粗大ごみ 

７月 ９ 日（木） 紙類・プラ製容器包装 

７月１６日（木） ペットボトル・缶類 

 

上郷町ごみ収集日（６～７月） 

フードバンクとは 
賞味期限内でまだ食べられるのに、買いすぎてしまったものや印字ミスなどで販売できない食料品を

市民・企業・団体から寄付していただき、生活困窮者や児童・障がい者施設・子ども食堂・子どもの支

援を行なっている団体などに無償で提供する活動や団体のことをいいます。 

また、フードバンクに食料品を寄付する運動をフードドライブ（食料品回収運動）と呼びます。 
 

【寄付の呼びかけをしている食料品】 

❐缶詰類（ツナ、サバ缶、肉、コーンなど）   ❐レトルト食品（カレー、牛肉など） 

❐瓶詰（さけフレーク、佃煮、なめ茸など）   ❐乾麺（カップ麺、スパゲッティなど） 

❐乾物類（ふりかけ、みそ汁、お茶漬けなど）  ❐調味料（マヨネーズ、ケチャップ、味噌、醤油） 

❐お米（精米、玄米ともに前年度までのもの）  ❐贈答品（のり、乾物、ゼリーなど） 
 

条 件 

未開封で賞味期限の記載が 1ヵ月以上のもので常温保存可能なもの 
※バラのものでも賞味期限の記載のあるものは可。 

※アルコール類、自家製品（漬物、味噌等）は受け付けていません。 
 

遠野市の受け取り窓口は遠野市社会福祉協議会または各地区にいる社協相談員となっています。 

あたたかいご支援をよろしくお願い致します。 
在宅介護支援センター上郷・青笹 相談員  昆野 淑美 

 ６月４日（木）、上郷まつり実行委員会が開催され、

今年度の上郷まつりの開催可否について協議しまし

た。 

 昨年度、新たなまつりの形で開催した上郷まつり「神

フェス～上郷夏まつり 2019～」は、様々なアトラクシ

ョンや行政区有志による屋台出店などで、多くの皆様

に楽しんでいただきました。しかし、今年度は、新型コ

ロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止すべきと

いう委員の意見が一致し、中止を決定しました。 

 今後は、昨年度のまつりの反省を踏まえながら、来年

度のまつりに向けて協議を重ねていくこととなりまし

た。 

 第 62回町民野球大会が下記日程で開催されます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、大会当

日に発熱や咳、倦怠感のある方は、参加を自粛していた

だきますようお願いいたします。 

 

日 時：令和２年７月５日（日） ※雨天中止 

    午前８時 45分開会 午前９時試合開始 

会 場：旧上郷中グラウンド・上郷小グラウンド 

その他：選手の皆さんは、午前８時 30分に旧上郷中グ

ラウンドへ集合してください。 

 地区センターに衣類回収ボックスを設置し、衣類

の分別収集を行っていますが、回収対象外の長靴や

毛布などが回収ボックスに入れられているケースが

あります。ごみ分別ポスターを確認し、適切なごみの

分別にご協力をお願いいたします。 


